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論文内容の要旨
本論文は，高品質符号化方式に関する研究の成果をまとめたもので，つぎの 6 章からなっている。
第 1 章では，序論として従来行なわれてきたこの分野の研究の概要を系統的に記述し，本研究の関
連性と意義を述べて，本研究の位置付けを行なった。
第 2 章では，音声電話信号の高精度非直線圧伸符号器構成法を示した。市外電話伝送における所要
伝送品質と非直線圧伸PCM符号器復号器の満たすべき雑音特性の関係を考察し，低レベル信号に対
して符号化精度を向上し，所要抵抗精度を緩和し得る符号器構成法を提案し，解析と実験によって，
その効果を明らかにした。
第 3 章では，カラーテレビ信号PCM符号化方式の雑音設計を示した，放送用カラーテレビ信号の
長距離伝送における所要伝送品質と符号復号化系の雑音特性の関係を考察し， PCM符号復号化装置
の設計および試作装置による伝送実験を行ない，また，ディジタル伝送系ジッタによる雑音妨害の解
析を行ない，カラーテレビ信号の長距離ディジタル伝送が可能で、あることを示した。
第 4 章では， FDM-PCM方式の雑音設計を示した，周波数分割多重化された音声電話信号のデ
ィジタル伝送 (FDM-PCM) 方式における所要伝送品質を考察し，符号復号化系の各種設計要因，
ディジタル伝送系のジッタ，および符号誤りと雑音特性の関係を解析し，また，試作装置による実験
結果を示して， FDM-PCM方式の雑音品質と適用可能条件を明らかにした。
第 5 章では，超高速PCM端局装置実現の可能性を開拓する回路技術のーっとして， トンネルダイ
オードと同軸遅延線による超高速分周囲路を提案し，回路構成，動作原理，回路設計法，および 6GHz
までの高速分周実験の結果を示し，超高速領域において有効な回路であることを示した。
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第 6 章では，結論として本研究で得られた成果を総括して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，音声信号，カラーテレビ信号の高品質符号化復号化系の解析，検討を行ない，その結果
に基づいて，高速，高精度の新しい折線符号器の構成法などを提案し，実験によってその効果を明ら
かにしている。
また，符号器復号器を含むディジタル伝送系における雑音品質について検討し，符号化品質目標値
を示している。
カラーテレビ信号の伝送系におけるジッタの雑音妨害と振幅雑音妨害との等価関係を求め， さらに
ジ y タの効果的な抑圧方法を提案している。 FDM-PCM方式についても符号誤りおよびジッタに
よる雑音特性を明らかにし 符号形式による改善効果を示している。
さらに，高速PCM端局装置のための超高速分周囲路を新しく提案している。
これらの成果は，各種符号化復号化装置の高速変化を高精度化および高能率化の技術への広い応用
と発展が期待される。
以上のように，本論文は通信工学の進歩に寄与するところが大きい よって博士論文として価値あ
るものと認Jめる。
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